
第
一
章
　
中
将
姫
伝
承
の
発
生
と
展
開

第
一
節
　
謡
曲
『
当
麻
』
と
中
将
姫

「
此
ノ
能
、
仕
に
く
き
事
、
古
へ
よ
り
名
人
上
手
も
申
さ
れ
し
」（『
隣
忠
秘

抄
』）
と
言
わ
れ
る
謡
曲
『
当た
え
ま麻
』（
世
阿
弥
作
）
は
、
演
者
に
と
っ
て
至
難
の

曲
と
い
う
。
梅
若
万
三
郎
の
、
そ
の
よ
う
な
「
当
麻
」
を
観
た
小
林
秀
雄
は
、

「
そ
れ
は
歴
史
の
泥
中
か
ら
咲
き
出
た
花
」「
世
阿
弥
の
〈
花
〉
は
秘
め
ら
れ
て

い
る
、
確
か
に
」（『
無
常
と
い
ふ
事
』
一
九
三
七
）
と
、
絶
賛
し
て
い
る
。

念
仏
廻
国
の
行
者
一
行
（
ワ
キ
）
が
紀
州
三
熊
野
に
参
り
、
そ
の
帰
途
、
大

和
路
か
ら
「
二ふ
た

上か
み
や
ま山
の
麓
な
る
当た
え
ま麻
の
寺
」
に
詣
で
た
。
僧
の
前
に
「
老
尼
」

（
前
シ
テ
。
姥
面
・
花
帽
子
着
流
姿
・
手
に
杖
）
と
、
腰
元
ら
し
い
「
若
い
女
」

（
ツ
レ
。
小
面
・
唐
織
着
流
）
が
通
り
か
か
る
。
僧
の
尋
ね
に
応
じ
た
老
尼
は
、

当
麻
寺
の
由
来
や
、
蓮
糸
を
濯
い
だ
染
殿
之
井
、
そ
の
糸
を
架
け
干
し
た
糸
懸

い
わ
し
た
ひ
と
し
：
外
国
語
学
部
日
本
語
・
日
本
語
教
育
学
科
教
授
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桜
の
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。
淳
仁
天
皇
（
七
三
三
～
七
六
五
、
そ
の
母
は
当た
い
ま
の麻

山や
ま

背し
ろ
の
む
す
め

女
で
あ
る
）
の
御
世
「
横よ
こ
は
ぎ佩

の
右
大
臣
豊
成
の
御
息
女
中
将
姫注
１

」
が

「
称
賛
浄
土
経
」
を
毎
日
読
誦
し
「
生し
ょ
う
じ
ん身の

弥
陀
来
迎
」
を
祈
念
、
念
仏
三
昧

の
定
に
入
る
。
あ
る
夜
半
、「
化け

尼に

」
の
姿
の
弥
陀
が
来
迎
し
た
こ
と
を
語
る
。

折
し
も
今
日
は
二
月
中
の
五
日
彼
岸
の
中
日
で
、
実
は
、
い
に
し
え
の
「
化

尼
」「
化け
に
ょ女

」
が
法
事
（
仏
法
の
行
事
）
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
だ
と
述
べ
、

上
天
す
る
〔
中
入
〕。
や
が
て
「
所
の
者
」（
ア
イ
）
が
登
場
し
、
僧
に
曼
荼
羅

の
い
わ
れ
を
話
す
。
姫
は
「
継
母
の
計
ら
ひ
」
で
「
雲ひ
ば
り雀
山
に
捨
て
ら
れ
」
た

が
、
偶
然
、
狩
で
雲
雀
山
を
訪
れ
た
父
に
発
見
さ
れ
る
。
都
に
連
れ
帰
ろ
う
と

す
る
父
に
、
姫
は
こ
の
ま
ま
当
麻
寺
で
「
御
髪
を
下
し
」
た
い
と
望
む
。
そ
の

後
（
法
如
と
号
し
た
『
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
』）
姫
は
「
阿
弥
陀
如
来
を
拝
み
給

ひ
、
末
世
の
衆
生
済
度
の
た
め
奇
特
を
残
し
給
へ
」
と
願
う
と
、「
蓮
の
糸
に

目白大学　人文学研究
第11号　2015年　1−131

中
将
姫
伝
承
の
一
考
察

A
 Study of  Folklore 

“Chu-jo-him
e „

K
eyw

ords

：Taim
a Tem

ple, M
andala, Chu-jo-him

e, Chu-jo-Sanekata, T
he K

um
ano Shrine

キ
ー
ワ
ー
ド　

当
麻
寺
、
曼
荼
羅
、
中
将
姫
、
実
方
中
将
、
熊
野
神
社



岩下　均 2

て
極
楽
の
妙
像
を
曼
荼
羅注
２

に
織
り
現
し
、
中
将
姫
に
与
へ
」
た
と
語
る
。
僧

は
、
先
ほ
ど
の
老
尼
・
若
女
の
こ
と
を
語
る
と
、「
さ
て
は
疑
ひ
も
な
く
中
将

姫
現
れ
給
ひ
た
る
」
と
土
地
の
者
は
感
動
す
る
（
実
は
阿
弥
陀
如
来
の
化
身注
３

）。

僧
は
、
な
お
も
奇
特
を
待
っ
て
い
る
と
、
中
将
姫
の
精
魂
（
後
シ
テ
。
増
あ
る

い
は
小
面
・
白
蓮
の
天
冠
・
右
手
に
扇
・
左
手
に
経
巻
・
緋
大
口
・
舞
衣
ま
た

は
長
絹
）
が
現
れ
、
念
仏
の
お
蔭
で
《
女
人
往
生
》
で
き
た
こ
と
を
述
べ
、
早

舞
を
舞
う
。
や
が
て
後
夜
の
勤
行
と
思
う
う
ち
に
、
夜
は
白
々
と
明
け
、
僧
の

夢
は
覚
め
る
。

第
二
節
　
民
俗
無
形
文
化
財
「
当
麻
れ
ん
ぞ
」

二に
じ
ょ
う
ざ
ん

上
山
禅
林
寺
當
麻
（
当
麻
）
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
用
命
天
皇
の
皇
子
で

聖
徳
太
子
の
弟
、
麻
呂
子
親
王
が
推
古
天
皇
二
十
年
（
六
一
二
）
に
河
内
に
建

立
し
た
萬
法
蔵
院
を
、
七
〇
年
ほ
ど
後
の
天
武
十
年
（
六
八
一
）、
孫
の
当
麻

国
見
が
移
し
た
も
の
で
、
弥
勒
菩
薩
を
本
尊
と
し
た
。
こ
の
地
の
豪
族
、
当
麻

氏
の
氏
寺
だ
っ
た
が
、
本
堂
に
祀
ら
れ
た
「
観
無
量
寿
経
浄
土
変
相
図
」
い
わ

ゆ
る
蓮
糸
で
織
ら
れ
た
と
い
う
「
當
麻
曼
荼
羅
」（
国
宝
。
調
査
で
は
絹
糸
の

綴
れ
織
り
と
判
明
）
は
、
平
安
期
よ
り
信
仰
を
集
め
、
現
在
で
は
当
麻
寺
の
本

尊
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
平
家
南
都
攻
略
で

堂
宇
も
消
失
し
た
が
、
源
頼
朝
の
寄
進
で
再
興
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
浄

土
教
徒
の
篤
い
力
が
大
き
く
働
い
た
よ
う
で
、
現
在
の
当
麻
寺
も
、
真
言
宗
五

院
と
、
浄
土
宗
二
院
の
塔
頭
の
輪
番
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
五
月
十
四
日
の
午
後
四
時
か
ら
二
九
歳
で
往
生
し
た
と
伝
え
る
中
将

姫
の
様
子
を
再
現
し
た
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
当
麻
の
お
練
」「
当
麻
れ

ん
ぞ
」「
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
」
の
練
供
養
式
が
行
わ
れ
て
い
る
（
以
前
は
旧

暦
三
月
十
四
日
）。
一
〇
〇
五
年
に
恵
心
僧
都
源
信
が
始
め
て
か
ら
、
今
年
で

一
〇
〇
九
回
目
（
広
報
『
か
つ
ら
ぎ
』
二
〇
一
三
・
六
）
だ
と
い
う
。
す
な
わ

ち
、
天
童
（
稚
児
）
を
先
頭
に
、
二
十
二
菩
薩
が
介
添
え
に
手
を
引
か
れ
、
極

楽
界
に
見
立
て
た
本
堂
（
曼
荼
羅
堂
）
か
ら
娑
婆
堂
（
人
間
界
）
へ
と
来
迎
橋

（
特
設
の
橋
。
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
．
五
メ
ー
ト
ル
、
距
離
約
一
二
〇
メ

ー
ト
ル
）
を
練
り
渡
る
。
続
い
て
観
世
音
菩
薩
が
、
勢
至
菩
薩
・
普
賢
菩
薩

（
以
上
で
二
十
五
菩
薩
）
と
と
も
に
空
の
蓮
台
を
捧
げ
て
娑
婆
堂
に
渡
り
、
中

将
姫
（
阿
弥
陀
如
来
の
化
身
）
の
小
像
を
そ
の
蓮
台
に
乗
せ
、
諸
菩
薩
（
講
員

は
世
襲
）・
僧
侶
を
従
え
て
本
堂
（
極
楽
界
）
に
戻
っ
て
い
く
。
約
一
時
間
の

行
事
が
終
わ
る
そ
の
頃
、
二
上
山
の
間
の
鞍
部
（
た
わ
）
に
夕
陽
が
沈
ん
で
い

く
。「
れ
ん
ぞ
」（
レ
ン
ド
と
も
）
と
は
、
諺
に
《
レ
ン
ゾ
の
餅
が
苦
い
》
と
い

う
よ
う
に
、
こ
の
日
を
境
に
田
植
え
の
苦
し
い
労
働
が
始
ま
る
、
そ
の
前
の
野

良
仕
事
の
「
休
み
日
」
の
こ
と
で
あ
る
。
会
式
の
二
十
五
菩
薩
に
扮
す
る
こ
と

の
で
き
る
の
は
、
菩
薩
講
（
現
在
二
〇
組
二
百
軒
の
講
員
）
の
男
性
で
も
あ
る

か
ら
、
そ
の
語
源
は
「
練
道
」
で
あ
ろ
う
。

奈
良
市
な
ら
ま
ち
に
は
「
中
将
姫
誕
生
地
」
あ
る
い
は
「
そ
の
墓
」
と
伝
え

る
寺
が
散
見
す
る
。
誕
生
寺
（
三
棟
町
）・
高
林
寺
（
井
上
町
）・
徳
融
寺
（
鳴

川
町
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
当
麻
寺
付
近
の
石せ
き
こ
う光
寺
（
染
寺
と
も
。
当
麻
町
染

野
）
に
も
蓮
糸
を
五
色
に
染
め
た
と
い
う
井
戸
、「
中
将
姫
の
墓
」
と
伝
え
る

十
三
重
塔
（
鎌
倉
時
代
）
も
伝
え
ら
れ
る
。
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第
三
節
　
中
将
姫
伝
承
の
歴
史
的
展
開

近
藤
雅
尚
の
歴
史
的
分
析
に
よ
れ
ば注
４

、《
中
将
姫
伝
承
》
の
記
録
初
見
は
、

鎌
倉
時
代
、
后
宮
の
大
和
社
寺
巡
礼
に
同
行
し
た
興
福
寺
僧
、
実
叡
の
『
建
久

御
巡
礼
記
』（
一
一
九
二
）
で
あ
る
。
横
佩
大
納
言
の
娘
が
願
立
て
し
た
と
こ

ろ
、
一
化
人
が
現
れ
、
蓮
糸
で
浄
土
変
相
を
一
夜
に
し
て
織
り
上
げ
て
去
っ
た

こ
と
、
娘
は
こ
れ
に
向
か
っ
て
祈
り
続
け
、
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
が
当
麻

寺
僧
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
《
蓮
糸
織
成
説
話
》
が
、
最
も

素
朴
な
姿
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

や
が
て
九
条
家
本
『
当
麻
寺
流
記
』（
一
二
三
一
）
に
至
る
と
、
よ
り
詳
細

に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
曼
荼
羅
の
本
願
は
「
正
二
位
横
佩
右

大
臣
尹
統
息
女
。
字
ハ
中
将
」
で
、
姫
は
「
称
賛
浄
土
教
一
千
巻
」
を
書
写
し

た
こ
と
、
姫
の
念
願
に
応
じ
「
尼
公
」
が
出
現
、
蓮
糸
を
用
意
さ
せ
、「
織
女
」

（
観
音
の
化
身
）
も
出
現
し
「
夜
中
三
時
」
の
間
に
「
方
一
丈
五
尺
」
の
曼
荼

羅
を
織
っ
た
こ
と
、
尼
公
が
去
る
に
あ
た
り
、
四
句
の
偈
を
唱
え
る
と
、
姫
は

光
仁
天
皇
の
「
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
三
月
十
四
日
」
に
往
生
し
た
こ
と
を
伝

え
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、《
曼
荼
羅
説
話
》
か
ら
、《
中
将
姫
往
生
譚
》
へ
の
大

綱
が
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
禅
林
寺
本
『
和
州
当
麻
寺
極
楽
曼
荼
羅

縁
起
』
で
は
、
姫
の
父
を
、
後
の
主
流
と
な
る
「
藤
原
豊
成
」
と
し
て
い
る
点

が
注
目
さ
れ
る
。

室
町
時
代
に
至
る
と
、
酉ゆ
う

誉よ

聖せ
い

聡そ
う

『
当
麻
曼
荼
羅
疏
』（
一
四
三
六
『
浄
土

宗
全
書
』
所
収
）
で
、
姫
の
出
家
以
前
の
物
語
と
し
て
女
人
受
難
・
救
済
の

《
継
子
譚
》
的
要
素
が
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
「
横
佩
右
大
臣
藤
原
豊
成
」
に
は

子
が
無
く
、
長
谷
寺
に
祈
願
し
て
姉
・
弟
を
儲
け
た
こ
と
（
姫
は
長
谷
観
音
の

《
申
し
子
》
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
黒
川
能
伝
承
者
は
、
姫
を
春
日

明
神
の
申
し
子
と
す
る注1
注

。）、
姫
七
歳
で
母
が
病
死
す
る
と
、
左
大
臣
諸
房
（
師

房
）
女
を
継
母
と
し
た
こ
と
、
こ
の
先
妻
の
子
二
人
を
継
母
は
葛
城
山
の
地
獄

谷
に
捨
て
さ
せ
る
が
、
帝
に
救
わ
れ
、
姫
十
三
歳
で
「
中
将
4

4

内
侍
」
に
、
弟
は

「
少
将
」
と
な
っ
た
こ
と
、
継
母
は
、
な
お
も
紀
州
鶬ひ
ば
り
や
ま山で

姫
を
殺
さ
せ
よ
う

と
図
っ
た
が
、
こ
れ
も
命
じ
ら
れ
た
武
士
の
情
け
で
助
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
山

中
に
暮
ら
し
た
こ
と
、
豊
成
が
狩
り
に
来
て
再
会
、
連
れ
戻
す
こ
と
、
弟
死
去

の
こ
と
、
姫
、
当
麻
寺
に
出
家
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

中
世
浄
土
教
は
、
当
麻
曼
荼
羅
を
介
し
た
絵
解
き
に
よ
る
念
仏
唱
導
を
行
っ

た
（
現
在
も
中
之
坊
で
は
、
独
特
の
節
回
し
で
「
当
麻
曼
荼
羅
絵
解
き
」
を
行

っ
て
い
る
）。
そ
の
過
程
で
、
中
将
姫
の
伝
記
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層

民
衆
の
共
感
と
理
解
を
増
幅
さ
せ
る
よ
う
試
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は

ま
た
『
当
麻
曼
荼
羅
』
が
描
く
『
観
無
量
寿
経
』
中
の
「
韋い
だ
い提

希け

夫
人
の
受
難

と
仏
に
よ
る
救
済
」
を
、
発
願
者
中
将
姫
に
重
ね
合
わ
せ
た
い
と
い
う
絵
解
き

唱
道
者
僧
の
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

冒
頭
の
謡
曲
『
当
麻
』
に
も
、
こ
の
継
子
譚
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
謡
曲
『
雲
雀
山
』（
作
者
不
明
。
雲
雀
山
は
、
①
大
和
国
山
辺
郡
か
ら
宇

陀
へ
越
え
る
境
の
山
。
②
紀
州
日
高
郡
か
ら
熊
野
領
に
入
る
古
道
に
あ
る
山
、

の
二
説
が
あ
る
）
で
は
、
北
の
方
の
讒
言
を
信
じ
た
右
大
臣
豊
成
（
ワ
キ
）

は
、
従
者
に
中
将
姫
を
殺
す
よ
う
命
じ
る
が
、
乳
母
と
と
も
に
雲
雀
山
に
匿
わ

れ
る
こ
と
、
姫
を
思
う
あ
ま
り
心
乱
れ
、
今
は
花
売
り
と
な
っ
た
乳
母
の
侍
従

（
シ
テ
）
を
偶
然
発
見
し
た
豊
成
は
、
実
情
を
知
っ
て
前
非
を
悔
い
、
中
将
姫

と
再
会
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
狂
女
物
」
だ
が
、
一
味
違
う
物
狂
い
と
な
っ
て
お



岩下　均 4

り
、
中
将
姫
（
子
方
）
も
、
作
り
物
の
萩
小
屋
に
い
る
の
み
で
主
役
で
は
な

い
。さ

て
、
江
戸
時
代
に
至
る
と
、
説
経
『
中
将
姫
御
本
地
』『
中
将
姫
』、
浄
瑠

璃
『
当
麻
中
将
姫
』『
鶊
ひ
ば
り

山
姫
捨
松
』（
並
木
宗
輔
作
一
七
四
〇
初
演
）
な
ど
、

さ
ら
に
複
雑
化
す
る
。
並
木
宗
輔
名
作
品
の
「
鶊
山
」（「
鷓
山
」
と
も
書
か
れ

る
）
特
に
、
三
段
目
の
切
「
中
将
姫
雪
責
め
」
の
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面

は
、
歌
舞
伎
『
中
将
姫
古
跡
の
松
』（
三
世
河
竹
新
七
作
。
一
八
八
四
初
演
）、

『
雲
雀
山
駒
繫
（
こ
ま
つ
な
ぎ
）
松
（
ま
つ
）』
な
ど
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
当
初
の
曼
荼
羅
絵
解
き
と
い
う
念
仏
信
仰
布
教
の
目
的
か

ら
、
中
将
姫
の
《
女
人
往
生
》
に
至
る
人
生
ド
ラ
マ
へ
の
興
味
に
変
化
し
た
様

子
が
見
て
取
れ
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
中
将
姫
一
代
記
と
し
て
も
『
中
将
法
女
比
丘

尼
伝
記
』『
中
将
姫
行
状
記
』（
七
巻
。
一
七
三
〇
）
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
、
定

着
化
を
見
た
の
で
あ
る
。

第
四
節
　
問
題
点
は
な
に
か

以
上
の
よ
う
に
、
曼
荼
羅
に
ま
つ
わ
る
《
中
将
姫
伝
承
》
の
歴
史
的
・
文
芸

的
展
開
を
纏
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
拙
稿
の
目

的
は
、
さ
ら
に
そ
の
文
芸
性
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
冒
頭
に

掲
げ
た
謡
曲
『
当
麻
』
の
中
に
、
実
は
す
で
に
問
題
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
表
示
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
念
仏
の
行
者
」
は
、
な
ぜ
「
三
熊
野
詣
」
の
帰
途
、

わ
ざ
わ
ざ
「
二
上
山
の
麓
」
に
あ
る
「
当
麻
寺
」
に
立
ち
寄
り
、「
中
将
姫
」

の
霊
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

─
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

民
俗
論
理
か
ら
の
「
必
然
性
」
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
背
景
を
、
再

考
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
　『
万
葉
集
』
の
二ふ
た
か
み
や
ま

上
山
と
大
津
の
皇
子

第
一
節
　
大
津
皇
子
の
二
上
山
移
葬

奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
町
と
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
と
の
県
境
に
あ
る
の

が
「
二
上
山
」
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
で
は
、
四
首
み
え
、
す
べ
て
「
ふ
た
か

み
」
山
と
詠
ん
で
い
る
が
、
現
在
は
「
に
じ
ょ
う
」
山
と
呼
ぶ
。
こ
の
点
が
、

冒
頭
に
掲
げ
た
謡
曲
『
当
麻
』
も
気
に
な
っ
た
ら
し
く
、「
二に
じ
ゃ
う上

の
嶽だ
け

と
は

二ふ
た
か
み上

の
山
と
こ
そ
人
は
い
へ
ど
、
真ま
こ
とは

こ
の
尼
が
上
り
し
山
な
る
が
故
に
尼に
じ

上ゃ
う

の
嶽だ
け

と
は
申
す
な
り
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
地
名
起
源
説
話
風
に
付
会
し
て
い
る
。

す
で
に
、
当
時
は
ニ
ジ
ョ
ウ
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お

河
内
で
は
、
か
つ
て
「
ふ
た
ご
」
山
と
も
呼
ん
だ
と
い
う
。

大
阪
を
わ
が
越
え
来く

れ
ば　

二ふ
た
が
み上

に
も
み
ち
葉ば

流
る　

時し
ぐ
れ雨

降
り
つ
つ

（
⑩
秋
雑
歌
・
黄
葉
を
詠
む
四
十
一
首
・
二
一
八
五
）

二ふ
た
が
み上

に
隠
ら
ふ
月
の　

惜
し
け
ど
も　

妹
が
手た
も
と本

を
離か

る
る
こ
の
こ
ろ

（
⑪
古
今
相
聞
往
来
歌
類
上
・
物
に
寄
せ
て
思
を
陳
ぶ
・
二
六
六
八
）

紀き

路ぢ

に
こ
そ
妹い
も
や
ま山
あ
り
と
い
へ　

玉た
ま

く
し
げ
二ふ
た
が
み
や
ま

上
山
も
妹
こ
そ
あ
り
け
れ

（
⑦
雑
歌
・
山
を
詠
む
七
首
・
一
〇
九
八
）
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『
万
葉
集
』
の
こ
れ
ら
三
首
は
作
者
未
詳
歌
で
あ
る
。
前
者
二
首
は
「
二
上
」

と
だ
け
あ
る
が
、
内
容
か
ら
「
二
上
山
」
の
こ
と
と
解
釈
で
き
る
。

二
上
山
は
、
一
首
目
の
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
河
内
か
ら
大
和
に
入
る
「
国
境

の
山
」
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
足
柄
山
（「
足
柄
の
御み
さ
か
か
し

坂
恐
こ
み
」
万
葉
集
⑭

三
三
七
一
）
や
、
竜
田
山
（｢

こ
の
た
び
は
幣ぬ
さ

も
と
り
あ
へ
ず
手た

向
山
（
む
け

や
ま
）｣

百
人
一
首
・
菅
家
）
な
ど
、
民
俗
的
に
も
「
境
の
地
」
に
は
「
道
の

神
」「
道
祖
神
」「
塞さ
え

の
神
」
が
居
り
、
旅
の
安
全
を
祈
る
た
め
「
手
向
け
」
が

行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
後
世
の｢

歌
枕｣

発
生
の
深
層
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る注
５

。

三
首
目
の
、
紀
路
に
あ
る
妹
山
と
は
、「
妹
背
山
」（
④
五
四
四
、
⑦
一
一
九

三
・
一
二
四
七
）
と
歌
わ
れ
た
そ
の
妹
山
、
す
な
わ
ち
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ

ら
ぎ
町
背
ノ
山
の
背
ノ
山
（
紀
ノ
川
の
北
岸
）
と
、
対
岸
の
か
つ
ら
ぎ
町
西
渋

田
の
妹
山
で
あ
る
。
大
和
二
上
山
も
言
う
な
れ
ば
、
雄
岳
（
五
四
〇
メ
ー
ト

ル
）・
雌
岳
（
四
七
四
メ
ー
ト
ル
）
の
《
妹
背
山
》
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雄

岳
・
雌
岳
を
持
つ
山
は
、
富
山
県
高
岡
市
と
氷
見
市
の
間
に
あ
る
「
二
上
山
」、

茨
城
県
筑
波
郡
の
「
筑
波
山
」
な
ど
と
同
様
、
民
俗
的
に
神
聖
視
さ
れ
た
形
状

の
山
で
あ
っ
た注
６

さ
て
、
も
う
一
首
は
、
天
武
天
皇
の
娘
で
伊
勢
斎
宮
で
あ
っ
た
大お
お
く来
皇
女
の

歌
に
見
え
る
。

う
つ
そ
み
の
人
に
あ
る
我
や　

明
日
よ
り
は
二
上
山
を
兄い
ろ
せ弟

と
わ
が
見
む

（
②
挽
歌
・
一
六
五
）

そ
の
詞
書
に
は
「
大
津
皇
子
の
屍か
ば
ねを
葛か
づ
ら
き城
の
二ふ
た
か
み
や
ま

上
山
に
移
し
葬は
ふ

る
時
、
大
来

皇
女
、
哀か

な
し傷

び
て
作
り
ま
せ
る
歌
二
首
」
と
記
す
。
こ
の
「
移
葬
」
の
こ
と

は
、『
日
本
書
紀
』
に
も
記
さ
な
い
『
万
葉
集
』
の
み
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の

歌
に
は
、
続
く
も
う
一
首
の
歌
が
あ
り
、
注
を
付
し
て
い
る
。

磯い
そ

の
う
へ
に
生お

ふ
る
馬あ

し

び
酔
木
を
手た

折を
ら

ら
め
ど　

見
す
べ
き
君
が
あ
り
と
言

は
な
く
に

右
一
首
、
今
案
ふ
る
に
、
移
し
葬
る
歌
に
似
ず
。
け
だ
し
疑
は
く
は
、

伊
勢
斎
宮
よ
り
京
に
還
る
時
、
路
の
へ
に
花
を
見
て
感
傷
哀
咽
し
て
こ

の
歌
を
作
る
か
。	

（
②
挽
歌
・
一
六
六
）

す
な
わ
ち
『
万
葉
集
』
編
纂
者
は
、
公
的
記
録
も
な
く
歌
も
「
移
葬
」
の
歌

ら
し
く
な
い
と
述
べ
る
。
だ
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
古
記
録
と
し
て
の
「
原

資
料
」
を
重
ん
じ
て
、
そ
の
ま
ま
に
今
は
記
載
し
て
お
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

朱
鳥
元
年
（
六
八
九
）
九
月
九
日
天
武
天
皇
崩
御
（
五
六
歳
）、
鵜
野
皇
后

（
の
ち
の
持
統
女
帝
）
称
制
。
二
十
四
日
大
津
皇
子
謀
反
、
十
月
二
日
謀
反
発

覚
逮
捕
、
三
日
訳お

さ語
田だ

の
家
に
て
賜
死
（
享
年
二
四
歳
）。
父
帝
の
崩
御
か
ら

一
ヶ
月
も
経
た
な
い
事
件
発
覚
と
即
決
の
処
罰
だ
っ
た
の
に
対
し
、
同
じ
加
担

者
の
配
流
は
二
十
九
日
で
あ
り
、
謀
反
を
勧
め
た
と
い
う
新
羅
僧
行
心
に
い
た

っ
て
は
、「
謀た

は反
け
む
と
す
る
に
与く
み

せ
れ
ど
も
、
朕
、
罪
す
る
に
忍
び
ず
。
飛

騨
の
伽て

ら藍
に
移
せ
」
と
極
め
て
軽
い
も
の
で
あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

大
津
皇
子
は
、
天
武
天
皇
の
第
三
皇
子
で
、
母
は
皇
后
と
同
母
姉
の
大
田
皇

女
で
あ
る
。
皇
位
継
承
権
第
二
位
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
母
は
、
大
来
（
大
伯

と
も
書
く
）
皇
女
七
歳
、
弟
大
津
五
歳
の
と
き
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
大
津
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は
、
身
体
容
貌
た
く
ま
し
く
「
詩
賦
の
興
り
大
津
よ
り
始
ま
れ
り
」（『
日
本
書

紀
』）
と
も
評
さ
れ
る
俊
才
で
、
勅
撰
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
も
四
首
の
詩
を

残
す
（
内
一
首
は
辞
世
の
詩
）。
一
方
、
皇
后
を
母
と
す
る
皇
太
子
草
壁
（
日ひ
な

並め
し
の

皇
子
）
は
病
弱
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
「
悲
劇
の
種
」

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
万
葉
集
』
は
そ
の
「
辞
世
歌
」
を
伝
え
て
い
る
。

大
津
皇
子
被み
ま
か死
ら
し
め
ら
ゆ
る
時
、
磐い
わ
れ余
の
池
の
陂つ
つ
みに
し
て
涕な
み
だを
流
し

て
作
り
ま
せ
る
歌
一
首

も
も
づ
た
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を　

今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む

右
、
藤
原
宮
の
朱
鳥
元
年
冬
十
月
な
り
。	

 （
③
挽
歌
・
四
一
六
）

白
鳥
（
日
本
武
尊
は
没
し
て
白
鳥
と
化
す
。『
記
』『
紀
』
神
話
）
や
、
時
鳥

（
あ
の
世
か
ら
飛
来
し
て
田
植
え
を
促
す
「
死し

で出
の
田た

長お
さ

」『
古
今
集
』）
な
ど

の
渡
り
鳥
を
、
民
俗
で
は
「 

霊
魂
を
運
ぶ
も
の
」
と
し
て
考
え
て
い
た
。
鴨

も
ま
た
同
様
で
あ
ろ
う
（「
雁
の
使
い
」「
雁
の
苞つ
と

」「
雁
の
文
」
と
も
い
う
）。

今
、
そ
の
鴨
を
見
つ
め
な
が
ら
、
皇
子
は
、
自
ら
の
魂
の
運
命
を
凝
視
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
雲
隠
れ
」
と
敬
語
を
使
う
点
や
、
巻
二
挽
歌

（
巻
一
・
二
は
、
天
武
・
持
統
皇
統
を
祝
福
礼
賛
す
る
古
撰
万
葉
と
し
て
成
立

か注
７

。）
で
は
な
く
、
巻
三
挽
歌
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
あ
る

い
は
、《
辞
世
歌
》
で
は
な
く
、
皇
子
の
気
持
ち
に
な
っ
て
別
人
が
詠
ん
だ
追

悼
歌
的
《
歌
語
り
世
界
》
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
の
一
首
で
あ
っ
た
可
能
性
も

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
妻
山
辺
皇
女
（
天
智
天
皇
の
娘
）
は
、
髪

を
振
り
乱
し
、
素
足
の
ま
ま
駆
け
つ
け
て
殉
死
し
、「
見
る
者
皆
嘆
く
」（『
日

本
書
紀
』）
と
も
伝
え
る
。

実
際
に
二
上
山
に
登
っ
て
み
る
と
、
雄
岳
の
山
頂
に
葛
木
二
上
神
社
が
南
向

き
に
鎮
座
し
、
そ
の
東
の
鞍
部
に
大
津
皇
子
の
墓
が
、
西
の
河
内
向
き
に
伝
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
は
た
し
て
昔
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。

　

櫻
井
満
は
、『
薬
師
寺
縁
起
』（『
続
群
書
類
従
』
巻
第
四
三
五
、
一
九
八
四

復
刻
版
、
名
著
普
及
会
）
に
、「
大
津
の
悪
霊
が
祟
り
を
な
し
、
龍
と
化
し
た

の
で
、
二
上
山
東
麓
登
り
口
に
龍
峰
寺
（
廃
寺
）
を
建
て
て
祀
っ
た
」
と
記
す

点
に
注
目
し
、
皇
子
の
墓
は
そ
の
龍
峰
寺
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る注
８

。
こ

の
点
に
賛
同
し
た
い
。
な
お
、
近
年
、
鳥
谷
口
古
墳
が
そ
れ
か
と
す
る
説注
９

も
あ

る
。大

津
没
後
の
持
統
三
年
（
六
八
九
）
四
月
十
三
日
、
突
然
、
皇
太
子
草
壁
が

亡
く
な
っ
た
（
享
年
二
八
）。
当
然
「
大
津
の
祟
り
」
と
密
か
に
囁
か
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
皇
太
子
草
壁
か
ら
、
さ
ら
に
皇
統
の
軽
皇
子
（
後
の
文
武
天

皇
）
に
災
い
の
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
、
お
そ
ら

く
薬
師
寺
完
成
の
文
武
二
年
（
六
九
八
）
前
後
、
そ
の
龍
峰
寺
墓
地
か
ら
、
さ

ら
に
国
境
の
二
上
山
山
頂
へ
「
移
葬
」
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し

か
も
、「
怨
念
」
を
「
国く
ん
な
か中
」
の
大
和
に
向
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大
和
に

背
を
向
け
、
河
内
向
き
に
祀
る
こ
と
で
、
難
波
の
海
の
向
こ
う
か
ら
侵
入
す
る

疫
病
等
を
防
ぐ
《
塞
の
神
》
と
し
て
、
そ
の
「
怨
念
」
を
利
用
す
る
こ
と
期
待

し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
民
俗
で
は
、
恨
み
を
残
し
て
亡
く
な
っ

た
強
力
な
死
者
の
魂
も
、
手
厚
く
葬
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幸
い
を
も
た
ら
す
と

考
え
た
（
盆
行
事
の
「
施
餓
鬼
会
」、
平
将
門
の
霊
を
祀
る
神
田
明
神
、
菅
原

道
真
の
霊
を
祀
る
天
満
宮
な
ど
）
い
わ
ゆ
る
《
御
霊
信
仰
》
で
あ
る
、
言
う
な
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れ
ば
、
大
津
皇
子
の
墓
を
二
上
山
と
い
う
国
境
に
移
葬
す
る
こ
と
で
、
外
か
ら

の
邪
悪
霊
か
ら
大
和
を
守
ろ
う
と
し
た
《
道
祖
神
へ
の
転
化
》
的
行
為
の
「
移

葬
」
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
節
　
当
麻
の
地
と
葬
送
儀
礼

二
上
山
の
北
側
の
道
は
「
穴
虫
越
え
」、
南
側
の
道
は
「
竹
ノ
内
越
え
」
と

呼
ば
れ
、
と
も
に
大
和
と
河
内
を
結
ん
で
、
難
波
の
海
か
ら
海
外
に
出
入
り
す

る
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
を
精
査
踏
歩
し
尽
く
し
た
田
中
日
佐

夫
は
、
そ
の
実
感
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る注1
注

。

大
和
側
か
ら
竹
内
峠
を
越
え
て
、
谷
間
を
ぬ
っ
て
つ
づ
く
竹
内
街
道
を

た
ど
っ
て
い
く
こ
と
約
四
キ
ロ
。
河
内
の
平
野
が
よ
う
や
く
姿
を
あ
ら

わ
し
始
め
た
と
こ
ろ
、
右
手
に
あ
る
孝
徳
天
皇
の
陵
側
か
ら
目
の
下
に

広
が
る
平
野
を
な
が
め
る
と
、
こ
ん
も
り
と
し
た
森
を
い
た
だ
く
小
山

が
、
点
々
と
散
在
す
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。（
中
略
）
そ
の
小
山
は
、

す
べ
て
墳
墓
で
あ
る
。（
中
略
）　
（
現
代
ノ
ヨ
ウ
ナ
住
宅
モ
無
ク
＝
筆

者
注
）
飛
鳥
時
代
の
古
墳
の
上
に
は
木
な
ど
な
か
っ
た
当
時
は
白
々
と

し
た
不
思
議
な
風
景
で
あ
っ
た
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
河
内
の
太
子
町
山
田
一
帯
は
、
飛
鳥
時
代
の
敏
達
天
皇

（
五
七
二
～
五
八
四
）、
そ
の
母
で
あ
り
欽
明
天
皇
（
五
三
九
～
五
七
一
）
皇
后

の
石
姫
皇
女
の
前
方
後
円
墳
を
初
め
と
し
て
、
用
明
天
皇
（
五
八
五
～
五
八

六
）、
聖
徳
太
子
（
五
七
四
～
六
二
二
）、
推
古
天
皇
（
五
九
二
～
六
八
二
）、

孝
徳
天
皇
（
六
四
五
～
六
五
四
）
な
ど
の
御
陵
が
群
れ
を
な
し
て
点
在
す
る

「
墳
墓
の
地
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
伝
小
野
妹
子
の
墓
、
伝
蘇

我
馬
子
（
？
～
六
二
六
）
の
墓
も
あ
る
。
飛
鳥
の
人
々
に
と
っ
て
、
西
の
果
て

二
上
山
の
向
こ
う
側
は
、「
死
者
の
国
」「
常
夜
の
国
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

飛
鳥
の
天
皇
た
ち
の
遺
体
が
、
二
上
山
の
向
こ
う
側
に
埋
葬
さ
れ
る
た
め
に

は
、「
当
麻
寺
」
南
方
の
竹
内
街
道
を
延
々
一
六
～
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
半

日
以
上
の
行
程
で
運
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
間
、
お
そ

ら
く
厳
粛
な
儀
礼
が
行
わ
れ
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
田
中
日
佐
夫
は
、

「
当
麻
寺
の
地
」
は
、
そ
の
古
代
葬
送
儀
礼
「る
い
・
し
の
び
ご
と

誄
」
の
行
わ
れ
た
場
で
あ
り
、

当
麻
氏
は
、
こ
の
「
誄
」
を
行
っ
て
い
た
氏
族
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る注1
注

。

死
者
に
語
り
か
け
る
「
誄
」
の
公
式
記
録
の
初
見
は
、
敏
達
天
皇
十
四
年

（
五
八
五
）
八
月
で
あ
ろ
う
。
天
皇
の
葬
送
に
際
し
、
大
臣
蘇
我
宿
禰
馬
子
、

物
部
弓
削
大
連
守
屋
が
「
誄
を
奉
る
」
と
あ
る
。
仏
教
排
他
の
態
度
を
と
っ
た

物
部
氏
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
仏
教
以
前
の
古
来
伝
統
的
な
「
誄
」

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
大
化
改
新
（
六
四
五
）
以
降
も
、
誄

の
記
録
は
な
い
。
次
に
見
え
る
の
は
、
天
武
天
皇
（
六
七
二
～
六
八
六
）
の

殯も
が
り
の
み
や

宮
（
六
八
六
年
九
・
十
一
）
で
あ
る
。
実
に
四
十
一
年
ぶ
り
の
復
活
で
あ

る
が
、
こ
の
時
に
は
「
も
ろ
も
ろ
の
僧
尼
」
殯
の
庭
に
「
発
哭
（
み
ね
）
奉

る
」
と
あ
る
の
で
、
す
で
に
仏
教
儀
礼
化
が
進
ん
だ
時
代
の
「
誄
」
に
変
化
し

た
と
思
わ
れ
る
。

田
中
日
佐
夫
は
、
さ
ら
に
類
推
す
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
「
誄
」
の
流
れ
を

汲
ん
で
、
や
が
て
後
宮
世
界
を
中
心
と
し
て
「
挽
歌
」
が
奉
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
か
（
宮
廷
歌
人
額
田
王
、
柿
本
人
麻
呂
ノ
系
譜
。
筆
者
注
）
と
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述
べ
、
そ
の
よ
う
な
後
宮
世
界
で
の
追
善
供
養
の
場
で
「
阿
弥
陀
仏
変
相
図
」

を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る注1
注

。
興
味
深
い
説

で
あ
る
。

第
三
章
　
折
口
信
夫
『
死
者
の
書
』
の
構
想
と
二
上
山

第
一
節
　
折
口
の
構
想
と
日
を
祀
る
民
俗

国
語
国
文
学
者
・
民
俗
学
者
、
折
口
信
夫
（
歌
人
・
釈
迢
空
）
の
『
死
者
の

書
』（
一
九
四
三注1
注

、）
は
、「
彼か

の
人
の
眠
り
は
、
徐し
づ

か
に
覚
め
て
行
っ
た
」
と
、

い
き
な
り
死
者
の
目
覚
め
の
描
写
か
ら
始
ま
る
。

し
た　

し
た
し
た

よ
み
が
え
る　

水
の
気
配
。

あ
あ　

耳み
み
も面

刀の
と

自じ

。

お
れ
が
見
た
の
は
た
だ
一
度
。

し
か
し　

あ
れ
か
ら
ず
っ
と

お
前
を　

思
い
続
け
て
い
た
ぞ
。

こ
の
お
れ
は
、
一
体
誰
な
の
だ
。

お
れ
は
、
一
体
何
処
に
い
る
の
だ
。

川
本
喜
八
郎
監
督
は
、
こ
の
『
死
者
の
書
』
を
、
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

初
映
像
化
（
二
〇
〇
五
）
し
た
。
こ
の
詩
も
川
本
が
、
そ
の
冒
頭
部
分
を
詩
と

し
て
脚
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
『
死
者
の
書
』
を
「
明
治
以
降
の

日
本
近
代
小
説
の
最
高
の
成
果
」
と
評
し
て
や
ま
な
い
。
そ
の
梗
概
を
次
に
示

し
て
お
こ
う
。

平
城
京
の
貴
族
藤
原
南
家
の
姫
、
郎い
ら
つ
め女

は
「
称
賛
浄
土
経
」
を
書
写
し
、
仏

に
帰
依
し
て
い
た
。
春
彼
岸
の
中
日
、
郎
女
は
二
上
山
の
上
に
「
荘
厳
な

俤お
も
か
げ
び
と

人
」
の
姿
を
見
て
忘
れ
ら
れ
ず
、
千
部
写
経
を
発
願
す
る
。
一
年
後
の
春

彼
岸
の
中
日
、
終
に
千
部
写
経
を
終
え
る
と
、
導
か
れ
る
よ
う
に
西
へ
西
へ
と

さ
す
ら
い
出
て
、
気
づ
け
ば
二
上
山
の
麓
、
当
麻
寺
に
辿
り
着
い
て
い
た
。
当

麻
の
語
か
た
り
べ
の
お
う
な

部
媼
か
ら
郎
女
は
、
五
十
年
前
に
処
刑
さ
れ
た
「
滋
賀
皇
子
」
の
こ

と
を
聴
く
。
皇
子
は
死
の
直
前
、
一
目
見
た
「
耳
面
刀
自
」
へ
の
執
心
か
ら
、

亡
霊
と
な
っ
て
こ
の
世
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
今
は
郎
女
が
「
そ
の
人
」
と
映

っ
た
の
で
あ
っ
た
。「
彷
徨
え
る
魂
」
と
し
て
夜
更
け
に
現
れ
る
皇
子
の
亡
霊

は
、
郎
女
の
「
俤
人
」
と
重
な
り
、
郎
女
は
、
そ
の
皇
子
の
寒
々
と
し
た
身
と

心
と
を
被
う
衣
を
、
と
願
い
、
蓮
の
糸
で
布
を
織
り
始
め
る
。

下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
の
は
当
麻
曼
荼
羅
と
二
上
山
で
、
テ
ー
マ
は
、
生
け

る
者
と
、
非
業
の
死
を
遂
げ
、
彷
徨
え
る
精も

の霊
「
大
津
皇
子
」
と
の
《
魂
の
交

感
》
で
あ
る
。
郎
女
の
、
仏
教
受
容
に
よ
る
個
の
意
識
の
目
覚
め
な
ど
、
折
口

信
夫
博
士
な
ら
で
は
の
古
代
観
と
、
人
間
の
奥
深
い
執
着
心
、
そ
の
呪
縛
か
ら

の
解
放
、
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
説
構
想
の
出
発
点

に
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
書
か
れ
た
未
完
の
小
説
「
神
の
嫁
」

（『
白
鳥
』
一
～
五
）
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
神
を
祀
る
者
＝
「
神
の
嫁
」
＝

「
中
将
姫
」
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

二
上
山
頂
の
空
に
現
れ
た
荘
厳
な
姿
と
い
う
の
も
、
そ
の
創
作
契
機
を
語
る

「
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因
」
の
論
文注1
注

に
見
る
ご
と
く
、
二
上
山
の
麓
の
当
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麻
寺
に
伝
わ
る
「
当
麻
曼
荼
羅
変
相
図
」
に
描
か
れ
た
「
阿
弥
陀
仏
来
迎
図
」

を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
中
世
の
念
仏
信
仰
に
は
、
彼
岸

の
中
日
に
、
西
の
大
海
原
へ
没
す
る
日
輪
を
拝
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
が
現
れ
、

浄
土
へ
導
き
給
う
と
い
う
「
日
想
観
」（『
観
無
量
寿
経
』）
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
な
ら
《
水
平
線
越
し
の
阿
弥
陀
仏
来
迎
図
》
が
、
も
っ
と
も
自
然
で

あ
る
が
、
日
本
で
描
か
れ
た
来
迎
図
は
、
ど
れ
も
《
山
越
し
の
阿
弥
陀
仏
来
迎

図
》
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
折
口
の
疑
問
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
結

局
、
日
本
人
の
「
山
越
し
の
阿
弥
陀
仏
来
迎
図
」
を
生
み
出
し
た
背
景
に
は
、

仏
教
渡
来
以
前
に
あ
っ
た
日
本
人
の
民
俗
、
す
な
わ
ち
「
日
を
拝
み
、
日
を
祀

る
信
仰
」「
日
祀
り
信
仰
」
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
を
仏
教
に
習
合
さ

せ
た
も
の
が
《
山
越
の
来
迎
図
》
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
折
口
信
夫
は
結

論
づ
け
て
い
る注1
注

。

大
和
の
西
の
果
て
に
聳
え
る
二
上
山
に
彼
岸
中
日
の
夕
陽
が
沈
む
と
き
、
見

事
に
雄
岳
と
雌
岳
の
間
の
鞍
部
に
沈
ん
で
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
さ
な
が
ら
西
方
極

楽
浄
土
を
観
想
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
上
山
の
向
こ
う
側
は
、
葬
送
の
地

で
あ
り
、「
死
者
の
国
」
＝
「
常
夜
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
「
常
世
」
の

国
＝
「
極
楽
浄
土
」
と
も
観
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
二
上
山
の
麓
の

当
麻
の
地
の
特
色
が
あ
ろ
う
。

第
四
章
　
も
う
ひ
と
つ
の
中
将
姫

第
一
節
　
陸
奥
国
の
中
将
姫

西
行
法
師
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

陸
奥
の
国
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
野
の
中
に
常
よ
り
も
と
お
ぼ
し
き

塚
の
見
え
け
る
を
、
人
に
問
ひ
け
れ
ば
「
中
将
の
御
墓
と
申
す
は
是
が

事
な
り
」
と
申
け
れ
ば
「
中
将
と
は
誰
が
こ
と
ぞ
」
と
、
又
問
ひ
け
れ

ば
「
実
方
の
御
事
な
り
」
と
申
け
る
、
い
と
か
な
し
か
り
け
り
。
さ
ら

ぬ
だ
に
物
哀
に
覚
え
け
る
に
霜
枯
れ
枯
れ
の
薄
、
ほ
の
ぼ
の
見
え
わ
た

り
て
、
の
ち
に
語
ら
ん
も
言
葉
な
き
や
う
に
お
ぼ
え
て

朽
ち
も
せ
ぬ
そ
の
名
ば
か
り
を
留
め
置お
き

て　

枯
野
の
薄す
す
き　

形
見
に
ぞ
見
る

（『
山
家
集
』
八
〇
〇
）

自
分
の
浅
は
か
さ
を
恥
じ
入
り
つ
つ
、
陸
奥
国
で
没
し
た
古
の
都
の
歌
人
、

藤
原
朝
臣
実
方
に
思
い
を
馳
せ
る
。『
新
千
載
集
』
に
採
ら
れ
、
後
世
「
歌
枕
」

と
し
て
文
人
の
慕
っ
た
歌
枕
「
形
見
の
薄
」
の
発
生
で
あ
る
。　

芭
蕉
も
『
奥
の
細
道
』
で
「
笠
嶋
の
郡
に
入
れ
ば
、
藤
中
将
実
方
の
塚
は
何

処
の
ほ
ど
な
ら
ん
と
人
に
問
へ
ば
…
」
と
、
旅
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た

こ
と
を
記
す
。
し
か
し
「
五
月
雨
に
道
い
と
悪
し
く
、
身
疲
れ
は
べ
れ
ば
、
よ

そ
な
が
ら
眺
め
や
り
て
過
る
」
と
諦
め
、
た
だ
次
の
句
を
残
し
て
い
る
。

笠
嶋
は
い
づ
こ
五
月
の
ぬ
か
り
道

中
古
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
、
百
人
一
首
「
か
く
と
だ
に　

え
や
は
伊
吹
の

さ
し
も
草　

さ
し
も
知
ら
じ
な
燃
ゆ
る
思
ひ
を
」
の
歌
で
知
ら
れ
る
藤
原
実
方

は
、
左
大
臣
師
尹
の
孫
に
あ
た
り
、
小
一
条
大
将
済
時
を
養
父
と
し
て
円
融
・
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花
山
・
一
条
朝
を
生
き
た
。
従
四
位
上
左
近
衛
中
将
で
あ
り
な
が
ら
突
然
、
長

徳
元
年
（
九
九
五
）
正
月
十
三
日
「
陸
奥
守
」
と
し
て
現
地
に
赴
任
す
る
が
、

わ
ず
か
三
年
後
の
、
長
徳
四
年
十
二
月
に
卒
し
た
。
そ
の
出
来
事
は
都
人
を
驚

か
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
も
生
む
。
た
と
え
ば
、
一
条
天
皇
の
時
、
殿
上
で
藤

原
行
成
と
口
論
し
、
そ
の
冠
を
払
い
落
と
す
と
い
う
狼
藉
を
し
た
と
こ
ろ
を
帝

に
見
ら
れ
「
歌
枕
見
て
ま
い
れ
」
と
陸
奥
に
追
い
遣
ら
れ
た
（『
古
事
談
』
巻

二
・
三
三
）
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が

あ
る注1
注

。
す
な
わ
ち
、『
月
刈
藻
集
』
上
巻
に
、
紀
貫
之
の
説
話
と
し
て
、
初
め

は
紀
實
之
で
あ
っ
た
が
、
冠
を
落
と
し
た
の
を
見
た
上
達
部
達
が
「
實さ
ね
ゆ
き之

が

貫つ
ら
ゆ
き之

に
な
っ
た
」
と
笑
っ
た
と
い
う
説
話
に
着
目
、「
實さ
ね
か
た方

」
説
話
に
も
、
そ

の
文
字
遊
び
が
応
用
さ
れ
て
の
説
話
発
生
で
は
な
い
か
、
そ
の
背
景
に
は
、
都

び
と
の
《
歌
枕
憧
憬
》
が
生
じ
始
め
て
い
た
た
め
と
論
じ
た
。

そ
の
中
将
実
方
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
塩
手
・
笠
島
二
村
の
境
に
あ
っ
た
道

祖
神
（
宮
城
県
名
取
市
愛
島
笠
島
）
の
前
を
、
下
馬
せ
ず
通
過
し
よ
う
と
し
た

「
祟
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
源
平
盛
衰
記
』
七
巻
）。
そ
の
墓
は
「
形
見
の

薄
」
の
奥
、
昼
な
お
薄
暗
い
竹
藪
の
中
に
あ
っ
た
（
名
取
市
塩
手
）。

さ
て
、
都
で
こ
の
中
将
実
方
の
訃
報
に
接
し
た
娘
の
「
中
将
姫
（
十
六
夜

姫
）」
は
、
嘆
き
慕
い
つ
つ
、
苦
し
い
旅
を
し
な
が
ら
、
歌
枕
「
阿
古
屋
の
松
」

の
あ
る
山
形
県
千
歳
山
（
山
形
駅
南
東
方
四
七
二
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
や
っ
て
き

た
と
い
う
。
中
将
実
方
の
娘
で
あ
る
か
ら
中
将
姫
と
い
う
わ
け
だ
が
、
平
清
水

の
川
を
渡
っ
た
と
き
に
中
将
姫
は
、
旅
窶
れ
の
わ
が
身
を
水
に
映
し
見
る
。

い
か
に
せ
む　

う
つ
るィ
す

姿
は
九つ

く

も
十
九
髪が
み　

わ
が
面
影
は　

恥
し
の
川

（
平
清
水
千
秋
・
公
宣
『
千
歳
山
萬
松
寺
寺
誌
』
一
九
八
四
）

『
伊
勢
物
語
』
の
九
十
九
髪
（
六
三
段
）
や
、『
大
和
物
語
』
一
五
五
段
で
、

攫
わ
れ
て
陸
奥
国
ま
で
流
離
っ
た
都
の
女
が
、
浅
香
山
の
井
に
わ
が
身
を
映
し

見
て
、
衰
耄
を
嘆
く
姿
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

浅
香
山　

か
げ
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の　

浅
く
は
人
を
思
ふ
も
の
か
は

そ
の
後
、
中
将
実
方
の
娘
中
将
姫
は
、
平
清
水
（
山
形
県
滝
山
）
の
長
者
の

家
に
逗
留
し
、
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
丙
子
三
月
十
五
日
〔
一
方
、
当
麻
曼

荼
羅
の
中
将
姫
は
三
月
十
四
日
の
一
日
違
い
で
あ
っ
た
〕
に
亡
く
な
り
、
千
歳

山
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
。
今
、
千
歳
山
に
登
る
と
、
姫
の
携
え
て
き
た
黒
岩
稲

荷
社
も
あ
る
。
寺
伝
で
は
、
姫
の
「
形
見
の
黄
金
の
鶏
」
を
埋
め
た
ゆ
え
「
鶏

山
」
と
も
言
っ
た
と
い
う
。

歌
枕
を
求
め
て
陸
奥
国
を
彷
徨
し
た
と
さ
れ
る
実
方
で
あ
っ
た
が
、「
阿
古

屋
の
松
」
だ
け
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
、
笠
島
道
祖
神
の
前
で
十
月
十
四
日

（
十
一
月
十
三
日
と
も
）
辞
世
歌
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
る
（
戒
名
、

中
心
院
殿
善
等
實
方
大
居
士
）。

陸
奥
の
阿
古
屋
の
松
を
尋
ね
侘
び　

身
は
朽
ち
人
と
な
る
ぞ
か
な
し
き

（『
千
歳
山
萬
松
寺
寺
誌
』）
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第
二
節
　
豊
成
女
と
す
る
阿
古
屋
姫

こ
の
歌
枕
「
阿
古
屋
の
松
」
に
つ
い
て
萬
松
寺
に
は
「
阿
古
屋
姫
」
の
伝
承

も
あ
る
。

阿
古
屋
姫
は
、
孝
徳
天
皇
の
白
鳳
（
白
雉
）
元
年
（
六
五
〇
）
壬
申
八
月
二

日
生
ま
れ
で
、
父
は
天
武
朝
に
左
遷
さ
れ
出
羽
国
信
夫
の
里
に
移
り
住
ん
だ
藤

原
豊
成
（
豊と
よ

充み
つ

と
も
）
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
当
麻
曼
荼
羅
の
中
将
姫

と
阿
古
屋
姫
は
、
そ
の
出
自
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
奇
妙
な
一
致
を
み
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。
あ
る
夜
、
阿
古
屋
姫
が
琴
を
演
奏
し
て
い
る
と
、
美
青
年
が
現

れ
、
柴
垣
越
し
に
笛
を
合
わ
せ
る
。
青
年
は
名
取
左
衛
門
太
郎
と
名
乗
っ
た

が
、
実
は
千
歳
山
の
老
松
の
精
で
あ
っ
た
。
折
し
も
名
取
川
の
洪
水
で
橋
が
流

さ
れ
、
こ
の
老
松
が
用
材
と
し
て
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
切
っ

て
も
翌
日
に
は
ま
た
切
り
口
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
占
う
と
、
切
り
屑

を
焼
き
つ
つ
切
る
と
良
い
、
と
い
う
託
宣
で
、
や
っ
と
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き

た
が
、
今
度
は
動
か
な
い
。
そ
こ
で
阿
古
屋
姫
が
、
慰
め
の
詞
を
か
け
な
が
ら

（｢

囁
き
峠｣

の
地
名
由
来
）
引
き
綱
を
手
に
す
る
と
、
今
度
は
ス
ル
ス
ル
と
動

い
た
と
い
う
。
こ
の
木
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
千
歳
山
に
姫
が
植
え
た
の
が

「
阿
古
屋
の
松
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
阿
古
屋
姫
は
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）

丁
未
二
月
十
六
日
〔
一
方
、
当
麻
曼
荼
羅
の
中
将
姫
は
三
月
十
四
日
で
あ
っ

た
〕
に
、
千
歳
山
の
庵
で
没
し
た
と
い
う
（
享
年
三
十
四
）。
戒
名
「
萬
松
寺

殿
真
操
貞
幹
将
基
法
尼
」、
辞
世
歌
は
、

消う
つ

し
世
の
跡
問
ふ
松
の
末
か
け
て　

名
の
み
は
千
々
の
秋
の
月
か
げ

現
在
、
時
代
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
阿
古
屋
姫
の
墓
も
萬
松
寺
境
内

（
山
形
市
平
清
水
）
に
移
葬
さ
れ
、
左
か
ら
中
将
姫
（
十
六
夜
姫
）・
中
将
実

方
・
阿
古
屋
姫
が
三
基
並
ん
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
も
う
一
人
の
中
将

姫
」
と
「
当
麻
寺
の
中
将
姫
」
と
の
奇
妙
な
接
近
は
、
何
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
節
　
実
方
中
将
の
子
熊
野
別
当
と
中
将
姫

在
五
中
将
（
在
原
業
平
）
は
、「
身
を
え
う
な
き
者
に
思
ひ
な
し
て
」（『
伊

勢
物
語
』
九
段
）
東
の
国
へ
、
さ
ら
に
は
「
陸
奥
の
国
に
」（
同
、
十
四
・
十

五
段
）
流
離
う
。
あ
る
い
は
『
源
氏
物
語
』
の
明
石
入
道
は
「
近
衛
の
中
将
を

捨
て
ゝ
」
明
石
に
住
み
着
い
た
。
中
将
実
方
も
ま
た
然
り
で
あ
っ
た
。

角
川
源
義
は
、
語
り
物
文
芸
の
管
理
者
に
は
、
そ
の
よ
う
な
「
敗
北
者
」
を

好
ん
で
と
り
あ
げ
、「
そ
の
流
浪
を
語
る
」
も
の
が
多
い
と
し
、「
い
つ
し
か
管

理
者
自
身
が
そ
の
末
裔
と
称
す
る
よ
う
に
」
な
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る注1
注

。
で

は
、
中
将
実
方
の
伝
承
者
は
誰
だ
ろ
う
か
。

『
保
元
物
語
』
巻
二
に
、
源
為
義
の
婿
と
な
っ
た
熊
野
別
当
教
真
は
「
実
方

中
将
の
末
裔
」
と
伝
え
て
い
る
。
そ
こ
で
『
熊
野
別
当
代
々
木
』
を
み
る
と
、

第
十
代
別
当
泰
敬
（
泰
救
）
は
「
父
ハ
実
方
中
将
、
母
奥
ノ
国
ノ
人
也
。
治
山

廿
年
」（
長
保
元
年
正
月
二
日
補
任
）
と
記
す
。
ま
た
『
尊
卑
分
脉
』
に
は

「
実
方
子
」
と
し
て
「
熊
野
別
当
長
快
─
熊
野
別
当
湛
快
─
実
ハ
源
為
義
ノ
子

湛
増
─
湛
祐
─
源
湛
」
の
系
譜
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、『
保
元
物
語
』
や
『
源

平
盛
衰
記
』
な
ど
、「
源
平
の
戦
い
」
を
め
ぐ
る
文
芸
の
管
理
者
は
、
熊
野
別

当
を
中
心
と
す
る
人
々
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
ま
た
、
中
将
実
方
の
陸
奥
国
流
浪

や
、
そ
の
娘
中
将
姫
の
流
浪
を
語
る
の
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
熊
野
文
芸
の
唱
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導
者
達
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

冒
頭
の
謡
曲
『
当
麻
』
の
記
述
の
冒
頭
で
、
熊
野
詣
の
帰
途
、
念
仏
僧
が
当

麻
寺
に
立
ち
寄
っ
た
、
と
す
る
設
定
だ
が
、
お
そ
ら
く
弘
安
九
年
（
一
二
八

六
）
に
、
河
内
の
聖
徳
太
子
御
廟
か
ら
当
麻
寺
へ
詣
で
た
「
念
仏
聖
」、
一
遍

上
人
（『
一
遍
聖
絵
』
八
）
の
投
影注1
注

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
当
麻
寺
は
、「
一
遍
と

時
宗
」
を
背
景
に
、
当
初
か
ら
、
極
め
て
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
「
熊
野
」
も
ま
た
一
遍
が
神
託
を
受
け
、
開
眼
し
た
地
で
あ
っ
た

（『
一
遍
上
人
絵
伝
』）。
死
後
の
往
生
を
証
明
す
る
熊
野
本
社
の
「
証
し
ょ
う

誠じ
ょ
う

殿で
ん

の

大
神
」
は
、
ま
た
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

和
歌
山
県
の
熊
野
三
社
（
熊
野
三
山
・
熊
野
三
所
権
現
と
も
）
は
、
田
辺
市

本
宮
町
の
熊
野
本
宮
大
社
（
祭
神
家け

都つ

美み
の

御み

こ子
大お
お
か
み神
）・
新
宮
市
の
熊
野
速
玉

大
社
（
祭
神
速は
や
た
ま
の
お

玉
之
男
命
の
み
こ
と
）・
那
智
勝
浦
町
の
熊
野
那
智
大
社
（
祭
神

熊く
ま
の
ふ

野
夫
須す
み
の美

大お
お
か
み神

）
で
あ
る
。
人
々
は
、
①
熊
野
詣
、
②
熊
野
神
社
勧
進
と
奉

斎
、
と
い
う
形
で
熊
野
を
信
仰
し
た
が
、
ご
祭
神
の
奉
斎
も
仏
教
に
よ
る
こ
と

が
多
く
、
本
地
仏
（
本
宮
＝
阿
弥
陀
如
来
・
新
宮
＝
薬
師
如
来
・
那
智
＝
千
手

観
世
音
菩
薩
）
へ
の
法
楽
、
と
い
う
形
で
、
熊
野
信
仰
は
「
蟻
の
熊
野
参
り
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
流
行
し
た
の
で
あ
る
。

大
峰
・
吉
野
・
熊
野
・
葛
城
・
羽
黒
・
彦
山
な
ど
を
「
抖と
そ
う擻

行あ
ん
ぎ
ゃ脚

（=
難
行

苦
行
の
目
的
で
乞
食
行
脚
す
る
こ
と
）」
す
る
山
伏
は
、
山
中
他
界
観
に
基
づ

く
修
験
を
行
っ
て
諸
国
を
勧
進
し
た
。
文
覚
上
人
の
那
智
の
滝
で
の
荒
行
（『
平

家
物
語
』
巻
五
）
や
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
と
熊
野
水
軍
な
ど
、
熊
野
は
深
い
関
わ

り
を
持
ち
、
熊
野
の
山
伏
は
、『
義
経
記
』『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
の
語
り
に
も

係
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

鎌
倉
時
代
中
期
以
降
、
熊
野
三
山
を
統
括
し
て
い
た
熊
野
別
当
が
形
骸
化
す

る
と
、
三
山
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た

勧
進
所
か
ら
、
ま
た
、
起
請
文
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
「
牛ご

王お
う

宝
印
」
を
配
札

し
、
編
び
ん
ざ

木さ
ら

を
摺
り
な
が
ら
地
獄
・
極
楽
や
、
女
性
の
救
済
を
説
い
た
「
十
界

曼
荼
羅
」
の
絵
解
き
を
し
、
時
に
は
『
曽
我
物
語
』
な
ど
も
語
る
「
熊
野
比
丘

尼
」「
歌
比
丘
尼
」
が
勧
進
の
旅
に
出
た
。
白
い
烏
帽
子
、
直
垂
や
小
素
襖
姿
、

雉
・
山
鳥
の
羽
の
付
い
た
小
枝
で
曼
荼
羅
の
絵
解
き
を
す
る
熊
野
比
丘
尼
は
、

そ
れ
ま
で
の
全
国
各
地
の
巫
女
的
な
漂
泊
女
性
を
拒
ま
ず
取
り
込
ん
で
組
織
化

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
熊
野
三
山
の
衰
退
と
と
も

に
、
江
戸
中
期
以
降
は
、
眉
も
剃
ら
ず
、
白
歯
の
ま
ま
、
紅
・
白
粉
を
つ
け
て

色
を
ひ
さ
ぐ
「
売
春
比
丘
尼
」
を
も
生
ん
だ
と
い
う
（
以
上
、
筆
者
要
約
『
日

本
風
俗
史
事
典
』
一
九
九
四
、
弘
文
堂
）。

神
と
人
と
の
仲
介
者
で
あ
っ
た
「
中4

臣
」
氏
。『
万
葉
集
』
に
見
え
る
「
中4

皇
命
」（
＝
宝
皇
后
・
間
人
皇
女
・
倭
姫
女
王
説
）
の
真
意
。
宗
教
的
神
人
と

し
て
諸
国
を
廻
国
し
た
女
性
集
団
「
中4

寿
」「
中4

宣
」。
文
芸
伝
承
で
の
「
在
五

中
将
4

4

業
平
の
旅
『
伊
勢
物
語
』」「
中
将
4

4

実
方
の
陸
奥
行
『
古
事
談
』」「
中
将
4

4

姫

の
流
浪
『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
・『
御
伽
草
子
』・『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
八
な

ど
）」「
近
衛
中
将
4

4

を
捨
て
た
明
石
入
道
『
源
氏
物
語
』」「
奥
州
に
流
さ
れ
た
有

宇
中
将
4

4

の
血
筋
を
引
く
小
野
猿
麻
呂
伝
承
（
柳
田
國
男
『
神
を
助
け
た
話
』
一

九
二
〇
、
柳
田
集
十
二
巻
所
収
）」
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
こ
に
共
通

す
る
の
は
、「
中4

」「
中
将
4

4

」
で
あ
る
。

東
北
の
月
山
・
湯
殿
山
を
修
行
の
場
と
し
た
熊
野
修
験
者
、
そ
の
出
自
を

「
実
方
中
将
」
と
す
る
熊
野
別
当
の
系
譜
か
ら
み
て
、
中
将
実
方
の
伝
承
に
は
、
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こ
の
熊
野
修
験
の
唱
導
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
陸
奥
国
の
《
も
う

一
人
の
中
将
姫
》
伝
承
、《
当
麻
寺
中
将
姫
と
同
じ
出
自
の
阿
古
屋
姫
》
が
、

今
、
陸
奥
国
萬
松
寺
に
、
中
将
実
方
─
中
将
姫
─
阿
古
屋
姫
と
、
並
ん
で
祀
ら

れ
る
背
景
に
は
、
同
じ
女
人
の
身
で
流
浪
し
た
神
人
、
熊
野
比
丘
尼
自
身
の
姿

の
投
影
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
当
麻
曼
荼
羅
」
と
「
熊
野
本
地
曼

荼
羅
・
熊
野
垂
迹
曼
荼
羅
、
比
丘
尼
の
絵
解
き
し
た
十
界
曼
荼
羅
」
な
ど
、

《
神
と
人
と
の
仲
介
者
》《
神
を
祀
る
者
の
系
譜
》
を
持
つ
者
の
命
名
が
、
ほ
か

な
ら
ぬ
《
中
将
》
で
あ
る
よ
う
に
、《
中
将
姫
伝
承
》
も
、
こ
の
民
俗
的
な
呪

縛
を
逃
れ
ら
れ
ず
に
、
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
注
記
】

注
１　
『
尊
卑
分
脉
』
第
二
篇
の
系
図
に
も
、「
従
一
位
右
大
臣
豊
成
号
横
佩
大
臣
薧

横
佩
墻
内
之
故
也
云
々
」
の
「
女
子
」
と
し
て
「
当
麻
寺
曼
荼
羅
本
願
号
中
将
姫
」

と
記
す
。

注
２　

宇
宙
の
真
理
を
表
わ
す
た
め
に
、
仏
・
菩
薩
を
一
定
の
枠
の
中
に
配
置
し
、

図
式
化
し
た
も
の
。
ユ
ン
グ
（
一
八
七
五
〜
一
九
六
一
）
は
チ
ベ
ッ
ト
の
『
大
な

る
解
脱
の
書
』『
死
者
の
書
』
や
『
無
量
寿
経
』
の
影
響
を
受
け
、
心
の
全
体
像

を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
マ
ン
ダ
ラ
を
描
い
て
い
る
。

注
３　

清
田
弘
『
能
の
表
現
─
そ
の
魅
力
と
鑑
賞
の
秘
談
─
』
二
〇
〇
四
・
草
思
社

も
、「
こ
れ
を
中
将
姫
の
化
身
と
解
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

注
４　

近
藤
雅
尚
「
中
将
姫
伝
説
」（『
日
本
神
話
・
伝
説
総
覧
』
一
九
九
三
・
新
人

物
往
来
社
。　

注
５　

岩
下　

均
「
歴
史
と
風
土
」『
万
葉
集
の
民
俗
学
』
櫻
井
満
監
修
、
所
収
、
一

九
九
三
・
桜
楓
社
。

注
６　

折
口
信
夫
「
七
夕
祭
り
の
話
」
で
は
、「
二
上
山
の
麓
に
神
聖
な
女
性
が
神
に

仕
へ
て
居
た
と
謂
ふ
考
へ
」
が
古
く
あ
っ
た
か
、
と
論
じ
て
い
る
（『
全
集
』
十

五
巻
所
収
）。

注
７　

櫻
井
満
「
万
葉
集
の
名
義
と
成
立
」『
現
代
語
訳
対
照
万
葉
集
』
上
巻
・
一
九

七
四
・
旺
文
社
。

注
８　

櫻
井
満
『
万
葉
集
の
風
土
』
一
九
七
七
・
講
談
社
現
代
新
書
。

注
９　

河
上
邦
彦
「
石
光
寺
の
歴
史
的
位
置
付
け
」『
当
麻
石
光
寺
と
弥
勒
仏
概
報
』

一
九
九
二
・
吉
川
弘
文
館
。

注
10　

田
中
日
佐
夫
『
二
上
山
』
一
九
六
七
・
学
生
社
。

注
11　

折
口
信
夫
（
釈
迢
空
）
の
小
説
『
死
者
の
書
』
は
一
九
三
九
年
一
月
～
三
月

『
日
本
評
論
』
連
載
。
改
訂
版
が
一
九
四
三
年
九
月
青
磁
社
刊
。
さ
ら
に
一
九
四

七
年
七
月
角
川
書
店
刊
。
一
九
五
五
年
六
月
『
折
口
信
夫
全
集
』
中
央
公
論
社
所

収
、
一
九
七
四
年
五
月
中
公
文
庫
刊
。
一
九
九
九
年
六
月
新
版
刊
。
新
版
で
川
本

喜
八
郎
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
最
高
」
の
評
価
を
「
無
比
」
に
、
す
な
わ
ち
「
明
治

以
降
の
日
本
近
代
小
説
の
無
比
の
成
果
」
と
評
し
た
。

注
12　
『
八
雲
』
三
、
一
九
四
四
・
七
『
全
集
』
二
七
巻
所
収
。

注
13　

岩
下　

均
「
中
将
の
旅
─
藤
原
実
方
の
場
合
─
」『
目
白
学
園
女
子
短
期
大
学

研
究
紀
要
』
第
二
十
三
号
・
一
九
八
六
。

注
14　

角
川
源
義
『
語
り
物
文
芸
の
発
生
』
一
九
七
五
・
東
京
堂
。

注
15　

伊
藤
正
義
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

謡
曲
集　

中
』
一
九
八
六
・
新
潮

社
。

注
16　

元
目
白
大
学
教
授
、
海
老
沢
成
享
か
ら
、
山
形
県
東
田
川
郡
櫛
引
町
黒
川
の

『
黒
川
能
狂
言
百
番
』
に
も
「
当
麻
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
貴

重
資
料
と
と
も
に
示
さ
れ
た
。
筆
者
も
、
か
つ
て
山
形
県
熊
野
神
社
学
術
調
査

（
古
典
と
民
俗
学
叢
書
Ⅱ
『
宮
内
熊
野
の
獅
子
祭
り
』
一
九
七
八
・
白
帝
社
）
で

「
熊
野
の
獅
子
頭
」
を
考
察
し
た
が
、
東
北
に
は
「
廻
国
し
た
熊
野
修
験
」
の
関

与
の
徴
証
が
様
々
に
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
平
成
26
年
11
月
４
日
受
理
）


